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.はじめに

北アイルランド紛争は､多数派であるプロ

テスタン ト教徒 と､それに抵抗する少数派カ

トリック教徒 との間に起 こった ｢宗教紛争｣

であるといわれる｡ しかし､異なる宗派を信仰

する者同士の争いは､教義上の対立のみが紛争

の要因であるわけではなく､常に経済的な利害

の対立がある｡北アイルランドでは､プロテス

タントが宗教上の教義の対立を表向きの口実に

し､経済的利益を独占するためにカ トリックを

差別 してきたといわれる｡

紛争の背景には､まず英国によるアイルラン

ドの植民地支配を発端とする､両国の歴史的対

立がある｡ そのため､紛争を単なる宗派コミュ
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ニティ間の対立だととらえることはできない｡ 

IRA (アイルランド共和軍 :カ トリック系の

過激派組織)は ｢北アイルランドを不当に占領

している｣英国政府を標的にテロ活動を行って

いるのであり､プロテスタント･コミュニティ

ムス ･W･マコ-レ-著 rアイデンティティの

政治学 :ベルファス トのロイヤリス ト1･コミュ

ニティの研究｣をとりあげる｡ 本著作では､導

入部で従来の左派の理論的枠組み (正統マルク

ス主義学説)による北アイルランド社会の分析

への批判に大きくページが割かれている｡ 修正

マルクス主義の優位性を主張する彼は､後半の

コミュニティ調査からの分析でそれを立証 し､

結論では､集団から個人へ視点を移 してコミュ

ニティ成員の主体性に着目し､プロテスタント

労働者階級のアイデンティティ形成の問題を論

じている｡

ここでは､まず北アイルランド社会の歴史的

背景と左派の理論的枠組みをふまえた上で､彼

の行ったプロテスタント労働者コミュニティに

おける調査と分析を紹介､その後で著者の主張

とそれに対する疑問点の提示を行い､最後にプ

ロテスタント労働者階級のアイデンティティの

問題について考察してゆきたい｡ 

を標的にしているのではない Dffu-0( y 1995: 

)347 ｡さらに二つのコミュニティの成員は､宗

派以外にも民族的出自が異なっている｡ ただ､

宗派はエスニシティを代表 しているのである｡

また､紛争をより複雑にしてきた要因には､各

宗派集団内における､階級間の政治的 ･経済的

利害をめぐる覇権争いがある｡

この小論では､プロテスタント労働者階級を

修正マルクス主義の立場から分析 した､ジェ-

2.修正マルクス主義による民族紛争の分析

左派の民族紛争理論には､マルクス主義の正統

派と修正学派がある｡ 正統マルクス主義の立場

をとる研究者からは､英国による帝国主義支配

が紛争の長期化の原因であり､北アイルランド

が英国領でなくなることが､紛争解決の前提だ

と考えられている｡ また彼らの主張では､プロ 
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テスタント労働者階級は､｢労働貴族｣としてプ

ロテスタント支配階級から職や住居の保障を約

束され ｢限定 された｣特権を享受することで､

プロテスタント支配体制の維持に貢献 してきた

ことになっている ( Aly 1 21-7Mcue 994:,51, 

175-176)｡

確かに､プロテスタントはカトリックよりも

相対的に裕福である｡ しかしここで留意すべき

なのは､北アイルランドにおいて､｢階級間の経

済格差が大きいために､宗派間の格差よりも宗

派コミュニティ内部の格差の方がはるかに大き

くなっているということである｡ ･･･純粋に

数の上だけでいえば､最低所得者層には､プロ

テスタントの方が多く含まれている (oladByen

Hadden l卵4: 54)｣点である｡

こうした背景には､1972年の英国による直接

統治の開始以来､カ トリックに対する差別が是

正されるにつれてカ トリックの中産階級化がす

すんだことがある｡宗派間の経済格差は年々縮

小傾向にある1 '｡つまり､プロテスタント労働者

階級 とカ トリック中産階級が併存する状況は､

正統マルクス主義学説の限界を示 している｡ 英

国政府がゲリマンダリングを廃止 してカ トリッ

ク議員の数を増や し､職業や住宅､公的サービ

スの提供においてカ トリックへの ｢積極的な差

別是正｣措置を行 う一方で､プロテスタント労

働者は､彼らの伝統的な就職口であった､造船

などの製造業の衰退による失業問題に直面 し､

自分たちが孤立 し､取 り残 されたような感覚に

陥っている (akr 1 2739333)｡またPre 994:9,2-

将来の北アイルランドの憲法上の帰属をめぐっ

ても､彼 らは不確定な状況にあり､これは後述

するような彼らのアイデンティティの変動に大

きく影響していると考えられる｡

正統派が指摘するような宗教と階級の相関は､

英国の直接統治開始以前の北アイルランド､つ 

まりユニオニス ト支配体制の時期までは､ある

程度認められていた｡松尾 (1980:202-214)は､

東部と西部の地域格差が宗教的格差であり､さ

らに北アイルランドの対外依存的 ･偏倍的経済

発展が生み出した階級的利害の対立が､宗派間

対立として表れているとし､経済と宗教の相関

を指摘 している｡ プロテスタント郡市を縫うよ

うにして沿岸部に道路や鉄道網が発達 している

ことは､過去に入植者の多く住む地域を優先 し

て開発が進められてきたことを意味する｡ 修正

学派は､こうした資本主義の偏った発展形態が､

それぞれの地域に特有な歴史的背景に基づいて

紛争を引き起こしていることを認識 した上で､

民族紛争を､資本主義社会の構造的矛盾や､純

粋な階級意識に完全に還元することはできない

とする見解で一致 している (ooo 96:Slms 18

l桝)し､

マコ-レ-は､これまでの正統派の主張する､

プロテスタント労働者階級は労働貴族であると

いう見方に対 し､それは北アイルラン ドでの

｢資本主義体制の発展段階で一時的に存在 したも

の｣であり､｢正統派は1890年代の社会 ･政治的

関係を1990年代に置 き換えている｣にす ぎず､

｢状況は刻々と変化しているにもかかわらず､彼

らの分析には柔軟性がない｣ と手厳 しい批判を

加えている (cue 994:,52)MAly 1 22-6｡エスニ

シティは ｢虚偽意識｣であ り､異なるエスニッ

ク集団に属する労働者階級が団結 して階級闘争

を行 うことで消滅するとした正統派の主張に対

し､修正学派のエスニシティ理論は､階級を念

頭に置きながらも､エスニシティが､対立する

集団にとって ｢虚偽意識｣ として一蹴すること

のできない一定の帰属意識を生 じさせる､と認

めている｡ それでも､階級を第一義的に､エス

ニシティを第二義的にとらえようとする姿勢に､

同じマルクス主義学派として正統派と共通する
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視点が継承されている｡ 

3.イデオロギーと世界観の形成

次に､マコ-レ-の行った調査と分析について

みてゆきたい｡インタビュー調査の対象となった

コミュニティは､ベルファス ト市東部に位置す

る ｢バリマック｣地区 (仮名)である｡ 北アイ

ルランドでは､宗派 ･階級別 ｢棲み分け｣が紛

争の長期化によって深刻化 している｡ バリマッ

ク地区も例外ではなく､圧倒的にプロテスタン

ト労働者が多い地区である｡また､この地区は､

成員の転出入が少ないことも手伝って､文化的

均質性を有 した伝統的な造船コミュニティが残

存している (cue 卵4: 14)MAly l 4-7｡

コミュニティの政治的志向を体現する組織と

しては､強硬派の ｢民主ユニオニス ト党 (DU 

P)｣が主にその役目を担っている｡ DUPの特

徴は､支持基盤が農村部の保守的な中間層と都

市の労働者との二つにあることで､これは DU 

Pの､｢憲法を堅持する (北アイルランドの憲法

上の地位の変更を認めない)という意味におい

ては右寄 りだが､社会政策にかんしては左寄り｣ 

(MAly 1 6)という基本的立場を反映cue 994:0

している｡ しかし､バリマック地区における高

いDUP支持率は､こうしたポピュリス ト的姿

勢だけからくるものではない｡むしろ､絶対に

ダブリン政府のアイルランド問題への介入を認

めない､強固な ｢アルスタ- (北アイルランド)

の防衛｣という旗印のもとに築かれている｡ こ

こに､プロテスタント労働者が､コミュニティ

の要望に見合う政治組織として､労働党よりも 

DUPを選択 した理由の一部を求めることがで

きると思われる｡

ところで､70年代から80年代にかけての北ア

イルランドは､貧困地区における住宅改善要求

の運動と､政府の都市再開発計画が連続 した時

期である (cue 994:2217｡マコ-MAly 1 1-4)

-は結論において､アルチュセールによるイデ

オロギー論を念頭に置きながら､バリマック地

区の再開発計画に対する労働者の反応を通 して

表出する､プロテスタント労働者階級の ｢世界

観｣を生み出していると思われるイデオロギー

を､以下の 4つに分類 しているので､順に見て

ゆきたい (cue 994:7-8)MAly 1 1611｡

まずは宗派イデオロギーであるが､バリマッ

ク地区には､カ トリック労働者居住区の ｢飛び

領土｣が隣接 している｡ プロテスタント労働者

は､自分たちのコミュニティよりも居住状況の

改善が優位に進められている (と彼らの ｢世界

観｣では解釈できる)カ トリック労働者地区と､

再開発の状況を比較対照 しながら､自らの住宅

問題を理解する｡ この場合､宗派が集団意識を

形成している｡

また､再開発によって住民が郊外に流出しは

じめると､住民の間からコミュニティの崩壊を

危倶する声が聞かれるようになった｡80年代は

核家族化がすすむと同時に､失業 ･犯罪などの

社会問題がさらに噴出した時期でもあり､コミ

ュニティの崩壊は､地区の再開発の問題に限ら

ずより一般化された文脈で住民によってとらえ

られた｡たとえばバリマック地区に住む女性は､

こう嘆いている｡｢バリマックにいま必要なのは､

隣人付 き合いを続けてゆくことだわ ･･･昔な

ら皆が世間話をするためだけに､近所の家を行

き来 していたのに ･ - Mcue 994:｣( Aly 1

127)｡住宅問題を通 して､プロテスタント労働

者階級は伝統的なコミュニティを守る必要性 も

感 じてお り､コミュニティ･イデオロギーも集

団アイデンティティを形成している｡

そして､階級イデオロギーも彼らの集団意識 
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を形成する｡｢労働者によりよい住宅を｣という

スローガンのもとで､この時期､他の英国の都

市でみられた現象と同じように､バリマック地

区でも既存の政治家に頼らない､住宅問題に焦

点をあてた自発的な住民組織が幾つか生まれた 

(Mcue 994:1 -2)Aly 1 2213｡プロテスタント労働

者階級は､ベルファス ト市の都市計画担当局や

ユニオニス ト支配層からの抵抗に遭いながら､

宗派主義のために限られた範囲内ではあるが労

働者階級の要求を通してきた｡

最後に国家イデオロギーがある｡ もともとカ

トリックは出生率が高い上に､カトリックへの

差別是正による移民の減少で､少しずつである

が北アイルランドでは確実にカトリック人口の

増加がみられている｡ バリマックの住民は､隣

接するカ トリック地区の人口が増加し､境界を

越えてプロテスタント地域を侵食してくる ｢脱

プロテスタント化｣現象に恐れおののいている｡

さらには､カトリックが意識的にコミュニティ

の乗っ取 りをたくらんでいる､英国政府が再開

発の名の下にそれを支援 している､といったか

なり飛躍 した受けとめ方 もみられ (McALlley 

l斡4: 129-130)､アルチュセールのいう ｢世界観｣

と現実との乗離が起こっている｡ しかし実際に

｢脱プロテスタント化｣は進行 しており､彼らの

過剰な反応は確かに現実を反映しているのであ

る｡ 

4.宗派意識と階級意識

ここまでをまとめると､マコ-レ-の主張は

次の二点に絞られよう｡ 一つは理論的枠組みに

関して､アイルランド問題には正統マルクス主

義よりも修正マルクス主義を用いた分析が有効

であるという主張｡その根拠として､宗派と階 
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級の相関が現在の北アイルランドでは成立して

いないことと､ユニオニス ト･ブロック内の階

級分裂を挙げている｡ そしてもう一つは､プロ

テスタント労働者階級のアイデンティティ形成

には､宗派と階級の両方が大きく関わっている

という主張｡マコ-レ-が ｢修正学派｣とはい

えマルクス主義的解釈にこだわるのは､彼が階

級に対するエスニシティの優越性を認めていな

いためだと思われる｡ つまり､プロテスタント

労働者階級の集団帰属意識は､宗派およびエス

ニシティと少なくとも同等に､階級にも求めら

れると彼は想定 している｡ バリマック地区での

住宅問題に対する住民の反応について､すでに

みてきたように､彼は ｢階級意識と宗派意識は

両立するのであり､住民の捉え方には二つが入

り交じっていた｣と分析 し (Mcue 1Aly 994: 

136)､さらに結論においても ｢宗派主義は階級

意識を否定するものではないし､またその道も

ない｡同じイデオロギー上に共存しているので

Al 994:1 ｡ある｣と述べている (Mcuey 1 81)

彼の議論からいえば､宗派意識も階級意識も

共存するがゆえにどちらも一方を駆逐できるほ

ど支配的になるとはいえず､宗派を越えた階級

による連帯はもとより､ユニオニス ト･ブロッ

クの階級分裂によって宗派による連帯も当然の

ものと期待できないことになる｡ プロテスタン

ト労働者階級はユニオニス ト支配者の意のまま

に操られる道具ではなく､実際にはユニオニス

トの覇権を支配層と奪い合ってきたというのが

彼の主張であった｡しかし､英国政府がアイル

ランド問題の解決に向けて共和国政府の介入を

はっきり認めて以来､将来の危機的状況に備え

るというネガティブな反動からであるにせよ少

なくともユニオニス ト内部に表だった対立の動

きは見られないのである｡ DUP党内の保守的

な ｢福音主義者｣議員と労働者の支持する ｢草
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の根活動家｣議員との反目をマコ-レ-は強調

するが､党が分裂をまがりなりにも免れてきた

ということは､プロテスタント労働者コミュニ

ティが階級の利害よりも宗派の利害を重視して

きたことを意味するのではないか｡加えて､紛

争の長期化 ･激化にともない､居住地区に限ら

ず社会的に広範囲な宗派別棲み分けがすすみ､

それはまた宗派間の偏見を限りなく助長 し､さ

らなる宗派主義の普及に拍車をかけてきたので

ある｡

では､このような宗派主義の高まりの背景に

は何があるのであろうか｡ここでマコ-レ一に

よるプロテスタント労働者のアイデンティティ

分析に立ち戻って､この間題について考えてみ

たい｡ 

5.プロテスタント労働者階級の

アイデンティティ形成

マコ-レ一によれば､彼らの集団アイデンテ

ィティを形成するイデオロギーは､宗派､コミ

ュニティ､階級､そして国家の 4つであった｡

この 4つのイデオロギーは､多元社会で一貫 し

た集団感情を呼び起こすとされるエスニシティ

と階級､そしてその発現の規模のレベルとして

の､コミュニティと国家とに大別できる｡ しか

し､ここで私が注目したいのは､宗派イデオロ

ギーと国家イデオロギーとの関係である｡ 先に

みてきたような北アイルランドの ｢脱プロテス

タント化｣現象は､プロテスタント住民にとっ

て､南の共和国によるアルスタ-の吸収合併を

意味する｡ アイルランドが統一されれば､彼ら

はたちまち少数派に転落してしまう｡ 英国との

連合存続を望む北アイルランドの多くのプロテ

スタントにとって､自らの国家アイデンティテ

イを英国に求めることは､ごく自然なことであ

ろう｡ かくして､彼らは始終自らの ｢英国性｣

を強調 し､本土 (大ブリテン島)の英国人より

英国人らしくあるよう努めてきたため､かえっ

てそんな必要のない本土の英国人から ｢自分た

ちとは異質だ｣とみなされてきたのは､皮肉な

ことかもしれない (e tl 1 2 ただ最Bwea 996:33)｡

近になって､度重なる英国政府の ｢裏切 り｣､つ

まりアイルランド共和国政府にアイルランド問

題における発言権を認める方針によって､ユニ

オニス ト側に､英国ではなく ｢アルスタ-｣に

国家アイデンティティを兄いだそうという動き

が見られるのは興味深い:｡それでもユニオニスJ

トは北アイルランド独立案を南北統一への一歩

とみるため､アルスタ-化には抵抗がある｡

北アイルランドでは民族 (ainnto)への帰属意

識は宗派とほぼ一致 しており､プロテスタント

の過半数が自らを ｢英国人｣と規定するのに対

し､カトリックの方は明らかに ｢アイルランド

人｣とみなす人が多い｡アルスダーに帰属を求

める場合でも､もちろんそこには宗派を限定 し

ない ｢北アイルランド人｣を想定するリベラル

な人々も含まれるが､たとえば､強硬派プロテ

スタントが ｢アルスタ-の人々｣というときに

は､実際はカ トリックを含んでいないことが多

い ( Aly 994:19｡彼らは､カトリックMcue 1 7)

は同じ北アイルランドに住むにもかかわらず､

｢アイルランド人｣であるとみなすからである｡

宗派イデオロギーの強さは､国家やコミュニテ

ィといった他のイデオロギーと､容易に結びつ

くことができることにある｡ 現実には､生活水

準の低下を意味するため共和国との統一を望ま

ない北のカ トリックも多いが､プロテスタント

の場合は多くが英国に国家の帰属を求めている｡

北アイルランドにおける宗派は､対抗するエ

スニック集団の象徴 として機能しているため､ 
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信仰心 よりも国家への帰属意識から生まれる､ 社会的分裂 と政治的アイデンティティの主な形

まさに宗派と混 じり合った国家イデオロギーと 態として､現実に階級に取って代わった要因と

して表出している｡ そして逆に国家イデオロギ してみようとする 

ーの強さが､北アイルランドにおける宗教の世

俗化を遅 らせる要因として働いてきたのではな

いだろうか｡つまり､プロテスタント労働者階

級のアイデンティティは､まず ｢将来の国家的

帰属の不安定さ｣によって左右される､宗派イ

デオロギーと密接に結びついた国家イデオロギ

ー､すなわちナショナリズムによって基底 され

)｣も∬kin

のである｡ ただ､階級が脱産業社会でどの程度

P

レ一によっても言及されている｡ バリマック地

区は､伝統的な熟練労働者コミュニティではあ

るが､北アイルランドでは衰退する製造業に替

わって､労働者階級地区における失業率の上昇

とともに､ (とくに公営の)サービス職への転換

(

影響力をもつのかという大きな問題は､マコ-

1978-1989:78

るといえる｡ その国家イデオロギーは現在のと が起こっている 

ころ､英国に求められるが､将来的に捨てきれ

ない可能性 として､彼 らが英国に見切 りをつけ

た場合には ｢(プロテスタントの)アルスタ-｣

という選択が考えられる｡

ユニオニス ト･ブロック内の反目は階級イデ

オロギーの残存を示 してはいるが､エスニシテ

ィと違って､階級はコミュニティ ･レベルに留

まり､宗派を越えて拡大 してゆ くことはない｡

マコ-レ-の議論はユニオニス ト内の階級分裂

(Mc

者階級の結束力が弱まってゆく場合には､階級

イデオロギーはいっそう影をひそめることにな

り､プロテスタント労働者階級の分析には､よ

りエスニック集団の心理的側面を重視 した枠組

みが適用されるべきだと思われる｡

<註> 

lueyA 1994:32-36)｡労働

｣1 英国との連合存続を目指すが､｢ユニオニストを強調するあまり､エスニシティが､特に対抗

する集団による外からの規定を持つ場合､強い より強硬な姿勢をとる人 ｡々 しばしばプロテス

タントのテロリストを指す｡ 
情緒的一体感を呼び起こすという特質を軽視 し

2 1986-87年に､一家庭あたりの年収が 4000ポ
ているように感 じられた｡脱産業社会における

ンド未満であるカトリックは 39%､プロテスタ
階級意識の低下については､階級闘争の制度化 ントが 30%だったのにたいし､ 1988-1990/91年

や労働者階級の量的な減少によって多 くの学者 には､カトリックが 30%､プロテスタント 27%

に指摘 されているところである｡ ベルは､エス と格差が縮小している 

urvey

(

hlouseoinuouC ton

PPRU Mo

sH dS ,

ejtorn ､Th

ニシティが突出度を増すようになった理由につ teporOLg'RJeL nR ､ 

｡No.1/93)いて､エスニシティが ｢利益 と感情的紐帯とを

3 マコ-レ-は､準軍事組織アルスタ-防衛協
結びつけることができるから｣であり､｢階級感

会 (UDA)が､プロテスタント側からのアイル
情のこうした低減｣が､｢種族的な自己同定が台

ランド史の ｢書き換え｣を行っていたことや､
頭するのに結びついた要因の一つである｣ と述 メンバーが英国賛歌をアルスクー賛歌の歌詞に

べている 

ley

lle(B

こうした理論は､エスニシティを､｢さらに広 いる (McAu

｡1975-1984:211-224) 変えて歌うようになっていたことを例に挙げて

｡1994:92-99) 彼らは一時

い階級的脈絡のなかで説明されるべ き要因とし 北アイルランドの独立案をうちだした際にアル

て改めてみようとするだけではなく､むしろ､ スタ -化の姿勢を見せたのだが､これが労働者

47



大測 :北アイルランドにおけるプロテスタント労働者階級のアイデンティティ形成

コミュニティにどれだけ受け入れられたかにつ

いては､彼らの影響力の弱きからみて疑問であ

る 

-1993柳内隆､山本哲士編 『アルチュセールの

イデオロギー論』三交社｡ 

嶺書房｡ 

アイルランド問題の史的構造』論創社｡ 

『社会階層論』アカデミア出版会｡
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